
全国小さくても輝く自治体フォーラムの会　交流集会

「自治体消滅」論に異議あり！
―真の「地方創生」とまち・むらの未来を描く―

と　き：11月18日（火）午後１時30分～４時30分（開場１時）
ところ：専修大学神田校舎　７号館（大学院棟）３階731教室

住所：千代田区神田神保町３－８
交通：JR水道橋　西口　徒歩７分

地下鉄　九段下（東西線・半蔵門線、都営新宿線）
　　　　出口５　徒歩３分
地下鉄　神保町（半蔵門線、都営新宿線・三田線）
　　　　出口Ａ2　徒歩３分

「全国小さくても輝く自治体フォーラムの会　交流会」　参加申込書

お 名 前 連 絡 先
所 属 団 体

連絡先�Tel 連絡先�Fax

リレートーク：真の「地方創生」とまち・むらの未来
黒木定藏氏（宮崎・西米良村長）　　山内道雄氏（島根・海士町長）
菊池一春氏（北海道・訓子府町長）　松本克夫氏（ジャーナリスト）

講　演：「自治体消滅」論に基づく「地方創生」を超えて
岡田知弘氏（京都大学教授・自治体問題研究所理事長）定　員：180人（事前申込制）

主　催：「全国小さくても輝く自治体フォーラムの会」
〒162-8512　新宿区矢来町123　矢来ビル４F　自治体問題研究所気付
TEL 03－3235－5941／FAX 03－3235－5933／Eメール info@jichiken.jp

　今年５月、日本創成会議のレポートが「消滅
可能性自治体」リストを公表して以来、「自治
体消滅」論が盛んに喧伝されています。しかし、
日本が人口減少社会に入っていることと自治体
が消滅することとは全く異なります。意図的に
危機を煽り、「農山漁村たたみ」と市町村の集

約化を進め、
最終的には小
規模自治体の
存在意義を認
めず道州制へ
つなげようと
いう動きが強
まる危険性に、

私たちは強い懸念を持たざるをえません。
　農山漁村がもっている多面的機能を守ること
や、エネルギー・食糧自給を含む循環型社会へ
の転換が求められるなかで、むしろ「消滅可能
性自治体」と名指しされた小規模自治体の存在
意義が高まっています。
　「小さくても輝く自治体フォーラムの会」は、
これまで地域づくりの実践を通じて、真に「ま
ち・ひと・しごと」を支え、持続可能な地域を
創造しているのは小規模自治体であることを明
らかにしてきました。本交流会では、実践の成
果に立って、「消滅自治体」論を超えた、真の
「地方創生」のあり方、小さいからこそ描ける
まち・むらの未来について交流します。
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